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��成果の�要�大淀川学習館では、大淀川流域に生息する生き物たちを題材にした団体向け

の見学プログラムをいくつか作成している。ところが、チョウの学習のための見学プログラムに

は、ワークシートがない。そのため、大淀川学習館の特性を十分生かせていないのが現状である。

そこで、小学校にアンケート調査を行うことで学校側のニーズを把握し、大淀川学習館の特性「本

物体験」を取り入れたワークシートを作成した。 
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大淀川学習館では、団体向けの見学プログ

ラムをいくつか作成している。その見学プロ

グラムは大淀川流域に生息する生き物たちを

題材としたものである。中でもチョウについ

ては小学校３年生で学習するので、それを利

用したい多くの学校の希望がある。 

ところが、本館にはチョウに関する見学プ

ログラムのワークシートが作成されていない。

そのため、来館する学校は独自に作成したワ

ークシートを持参するので、大淀川学習館が

持っている特性を十分に生かせないことが 

ある。そのようなことから、学校側のニーズ 

と大淀川学習館の特性を生かした見学プログ

ラムになるようなワークシートを作成するこ

とで見学を希望する学校にとってより深い学

習効果が期待できる。 

 

２����的 

本館のチョウの見学プログラムは「チョウ

のはなし」と自然楽習園の中にいるチョウに

触れる「本物体験」の構成になっている。「本

物体験」ではチョウの成長過程（卵、幼虫、

さなぎ、成虫）を実際に観察することができ

る。このことが本館の大きな特性である。 

そこで、学習指導要領に基づき、大淀川学

習館の特性を生かしたワークシートを作成す

れば、学校のニーズに応えられ、効果的な見

学プログラムになると考える。さらに、作成

したワークシートをホームページ上で公開し、

ダウンロードできるようにする。そうするこ

とで事前に見学プログラムの内容を学校が把

握することができ、子どもたちの見学への意

欲も高まることが考えられる。 
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（１）見学プログラムとワークシート利用に

ついてのアンケート結果から考察 

（２）先進施設「霧島アートの森」の視察 

（３）チョウ学習の見学プログラムの作成 

（４）チョウ学習のためのワークシートの作  

成 

（５）利用団体への広報（ホームページ公開） 
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②自然楽習園（チョウを観察するとこ
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④団体向け見学プログラムを利用し

たことがありますか。

４����果 

（１）見学プログラムとワークシート利用に

ついてのアンケート結果からの考察 

■対象：宮崎市、綾町、国富町の小学校 

５４校の教諭（３年生担任または理科担当） 

■調査方法：調査用紙を各学校に送付し、

FAXまたは庁内便にて回答 

■回収枚数：５０枚（回収率９２.６％） 

 

図１ アンケート結果① 

  

 

図２ アンケート結果② 

 

 

図３ アンケート結果③ 

 

  

図４ アンケート結果④ 

図１～４の結果から、市内、国富・綾の小

学校からの本館の利用は高く、自然楽習園や

見学プログラムについての周知はなされてい

る。しかし実際に見学プログラムを利用した

ことがある学校は３０％に留まる。 

 

図５ アンケート結果④－２ 

 図５より、チョウの見学プログラムの利用

が多いのは、３年生でチョウの学習をしてい

るためで、学校としてもその学習の深化を期

待している面がある。 

図６ アンケート結果⑤ 

1.ある

82%

2.ない

18%

①遠足や理科の授業等で大淀川学習館

を利用したことがありますか。

1.
チョウ

75%

2.魚
19%

3.工作

6%

④-2「1､ある」と答えた場合、チョウ、

魚、工作のどれですか。
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1.はい

94%

2.
いいえ

4%

3.
無記入

2%

⑥見学プログラムにワークシートがあった

ら利用したいですか。

 図６より、８割以上の学校が利用したいと

答えている。その理由として次のようなこと

が挙げられている。 

・専門の先生に指導してもらえるから 

 ・実際にチョウを観察しながら学習できる

から 

 ・生物に関する授業では対象とする生物が

準備できないなど、思うように教材が準

備できないから 

団体向けの見学プログラムの利用希望が多

い理由として、次のことが挙げられる。 

・「本物体験」として多くの種類のチョウを

観察でき、それを直に触れることができ

る。 

・チョウの成長の過程を実際に見ることが

できる。 

・チョウ担当の指導員から説明をしてもら

える。 

これらのことから、学校としては、本館の

持っている特性を十分に生かしたいというニ

ーズがある。 

図７ アンケート結果⑥ 

 
これについては、９割以上の学校が利用し

たいと答えている。そして、ワークシートに

希望することは次のようなことが挙げられて

いる。 

・体の作り、成長過程が分かるもの 

・教科書の流れに沿って観察できるもの 

・見学プログラムに沿って書き込みができ

るもの 

・写真やイラストが豊富なもの 

ワークシートについては、教科書の流れに

沿ってという希望があり、学習した内容を重

視したいということが伝わってくる。また、

写真やイラストを使い、視覚に訴えるような

レイアウトで子どもたちの学習意欲を高める

工夫を望んでいる。 

 

(２)先進施設「霧島アートの森」の視察 

鹿児島県姶良郡湧水町木場6340番地220 

①美術館としての特性 

「霧島アートの森」は霧島連山の北に位

置する自然に囲まれた野外美術館である。

その特性は「自然の中で現代アートを五感

で楽しむ」ところにある。屋内はもちろん、

野外の自然の中で現代アートに触れること

ができるのである。このことが「霧島アー

トの森」で味わう「本物体験」と言える。

②見学プログラムの工夫 

主に幼児や児童・生徒向けのガイダンス

を含め７つの「団体のための鑑賞・創作プ

ログラム」が案内されている。 

・現代美術をより深く理解してもらうプロ

グラム 

「ものしり鑑賞ルーム」「クイズラリー」 

「野外フォトラリー」 

・作品を観察し、実際に作品作りをする体 

験活動のあるプログラム 

「ワンダースケッチ」「みんなのアート工

房」 

・学芸員が現代美術を直接解説するプログ

ラム 

「ギャラリートーク」 

 ③ワークシートの工夫 

「クイズノート」という手のひらサイズで

１１の小冊子になっている。 

・幼児、小学生（１～６年別冊）、中学生（１

～３年別冊）、一般と年齢に応じて作成さ

れている。 

 ・発達段階に応じて、大変分かりやすい 

内容に編集してある。 

 ・表紙には興味・関心を引く題名や問いか 

けになっていて、中を開くと、クイズ形

式で簡潔な文章が書かれている。 

 ・写真やイラスト、絵が描かれており、視 

覚に訴える内容になっている。 

 
④「霧島アートの森」の視察で得られた成果 

<見学プログラムに�いて> 

・施設の特性として「自然の中で現代アート

を五感で楽しむ」は大淀川学習館の「チョ

ウに触れ、チョウの成長過程を直接観察す

る」という「本物体験」に相通じるものが

ある。 

・現代アートの理解や作品づくりをする体験

活動は幼児教育や学校教育における図画工

作や美術の学習と深く関連したものであり、

その内容を多く含んでいる。 

・学芸員が直接解説したり説明したりという 

プログラムは大淀川学習館の学習指導員や 

インストラクターが行っている内容に通じ 

るものがある。 

<ワークシートに�いて> 

・年齢別にワークシートが準備され、それに 

応じた内容、構成になっている点は、大変 

参考になる。 

・興味・関心を引く題名や問いかけの工夫、

写真やイラスト、絵が多用されている点は 

すぐに取り入れることができるものであ

（３）チョウ学習の見学プログラムの作成 
 ① プログラム作成の観点 

  ・本館の特性である「本物体験」を柱に

した内容で作成する。 

  ・学校での学習内容（学習指導要領に応

じる）に沿って組み立てる。 

  ・見学の時間、学校、学級の実態、要望

に応じる。 

 ② 見学プログラム 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（４）チョウ学習のためのワークシートの 

作成 

 ①ワークシートの作成の観点 

  ・チョウに直接触れ、チョウの成長過程

を観察できる流れで作成する。 

  ・昆虫（チョウ）の生態への興味・関心、

知識・理解等を含めた学習内容で組み

立てる。 

 ②ワークシート 
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すぐに取り入れることができるものであ

（３）チョウ学習の見学プログラムの作成 
 ① プログラム作成の観点 

  ・本館の特性である「本物体験」を柱に

した内容で作成する。 

  ・学校での学習内容（学習指導要領に応

じる）に沿って組み立てる。 

  ・見学の時間、学校、学級の実態、要望

に応じる。 

 ② 見学プログラム 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（４）チョウ学習のためのワークシートの 

作成 

 ①ワークシートの作成の観点 

  ・チョウに直接触れ、チョウの成長過程

を観察できる流れで作成する。 

  ・昆虫（チョウ）の生態への興味・関心、

知識・理解等を含めた学習内容で組み

立てる。 

 ②ワークシート 
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（５）利用団体への広報（ホームページ公開） 

  見学プログラムの案内と学習内容、ワークシ

ート「わくわくシート」を当館ホームページ

（http://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/cul

/oyodo/index.html）に掲載して、利用促進を図

る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５�今後の課題 

本研究では、学校のニーズと大淀川学習館

の特性を生かしたチョウの学習の見学プログ

ラムとワークシートの作成が目的である。し

たがって、プログラムが実施され、ワークシ

ートが使われるのはこれからである。 

 今後としては、見学プログラムが実施され、

ワークシートが使われた結果、出された課題

を分析し、いかに解決していくかである。そ

して、さらによりよいものへ改善していくこ

とが重要である。改善していく観点は以下の

通りである。 

(１)学校のニーズへの対応 

 ・見学プログラムとワークシートは授業と

関連しているか(学習指導要領に合致し

ているか) 

・見学内容や見学時間に無理や無駄がない

か。 

・学校との連携が密にできたか。 

(２)本物体験の味わい 

 ・自然学習園の特性が十分体験できたか。 

 ・体験したことによりチョウ（昆虫）への

興味関心が高まり、知識が充実したか。 

(３)見学プログラムとワークシート活用の成

果と課題の把握 

チョウの見学プログラム利用団体にアン

ケートを取り、「成果」と「課題」を把握

する。 
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チョウの見学プログラムのご案内 
 

 

大淀川学習館では、チョウの見学プログラムをご用意しています。自然楽習

園で生きたチョウを観察しながら楽しく学習できます。理科の授業や遠足、Ｐ

ＴＡ活動などでぜひご利用ください。 

 

◆�� 

・自然楽習園で生きたチョウを観察することができます。 

・学習指導要領に合わせた学習内容です。 

・専門の学習指導員が説明します。 

・記入式のワークシートをご用意しています。 

 

◆�要��  

約 30 分 

 

◆�員  

30 名程度（人数が多い場合は複数回に分けて実施します。） 

 

◆�期 

 春～夏がおすすめです。 

 冬期は冬ごもりのチョウの様子が観察できます。 

 

◆内容  

 ・自然楽習園でチョウの様子を観察する。 

 ・チョウの４つの姿（卵、幼虫、さなぎ、成虫）を見つける。 

 ・チョウの体のつくりを知る。 

 ・ワークシートに観察したことを記入する。 

  

◆活動の様子 
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「チョウの育ち方と体のつくり」の学習内容と展開（自然楽習園） 
１ ねらい 

 チョウは姿を変えて成長することを調べ、成虫の体は「頭」「胸」「腹」からできているこ

とを知る。 
２ 内 容 

① チョウのへや（自然楽習園）で飛んでいるチョウの種類を調べる。 
② チョウの４つの姿見つけ、スケッチをすることでチョウの育ち方を知る。 
③ チョウ（昆虫）の体は「頭」「胸」「腹」からできていることを知る。 

３ 学習の展開 
時間 学 習 す る 内 容 解        説 準 備

 
 
 

 
 
 
 
 
5 分 

 
 
 
 
 
 
10 分 
 
 
 
15 分 
 
 
 
25 分 
 
 
 
 
 
30 分 

１ チョウのへや（自然楽習

園）の環境を知る。 
 
 
 
２ チョウのへや（自然楽習

園）での注意事項を聞く。

 
 
３ チョウのへや（自然楽習

園）で飛んでいるチョウに

ついての話を聞く。 
 
 
 
 
 
４ チョウの種類を調べる。 
 
 
 
５ 「卵」「幼虫」「サナギ」「成

虫」を探し、見つけたらワーク

シートにスケッチする。 
 
６ 調べたことを発表し、チョ

ウは姿を変えて育つことを 
知る。 

 
７ チョウの体のつくりを知

る。 
８ まとめをする。 

○ 外気が常に取り入れられ、自然な状 
態にしてある。（四季がある） 

○ チョウの密源、食草が植えてある。 
 
○ 足下に気を付ける。（狭い、段差） 
○ チョウに触れない。 
○ 植物を傷めない。 
 
○ 飛んでいるチョウの頭数、種類につ 
いて知らせる。 

○ チョウは「卵」「幼虫」「サナギ」「成 
虫」の姿でいることを復習させる。 

○ チョウの種類で食草が決まっている 
ことを解説する。 

 
○ ワークシート、園内の展示物を参考 
に飛んでいるチョウの種類を調べさせ

る。 
 
○ 園内を一緒に回り、見つけられない 
子どもにはアドバイスをする。 
 

 
○ チョウは「卵」→「幼虫」→「サナ 
ギ」と姿を変えて成虫になることを解 
説する。 

 
○ 写真を示して、チョウの体は「頭」 
「胸」「腹」に分かれていること解説する。 
○ 気付いたことを出させ、質問を受け 
ながらまとめをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワ ー ク

シート 
展示物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ ョ ウ

の写真 
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大淀川学習館  わくわくシート    

「チョウのそだち方と体のつくり」 
 

名まえ                         

1. チョウのへやでとんでいるチョウに◯をつけよう！ 

・アゲハ ・キアゲハ ・ジャコウアゲハ ・ナガサキアゲハ ・カラスアゲハ 

・モンキアゲハ ・クロアゲハ ・モンシロチョウ ・モンキチョウ ・キチョウ 

・アサギマダラ ・ツマグロヒョウモン ・イシガケチョウ ・タテハモドキ  

・その他のチョウ（     ） 

 

２. チョウのへやで見つけたチョウのすがたを絵にかいてみよう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．チョウの体をしらべよう！ 
 

 

たまご 

よう虫 

さなぎ 

せい虫 

どのように育っ

て 

く な

わぁ！たくさんいる！  
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チョウの見学プログラムに関する���ート 
 
 

来館日  
 

学校名  

記入者 職・氏名  
 

 
 
① チョウの見学プログラムを利用するのは何回目ですか。 

１．初めて   ２．２回目   ３．３回目  ４．それ以上 
 
② 見学時間（約３０分）は適当でしたか。 

１．適当であった  ２．長かった  ３．短かった 
 

③ 見学プログラムの内容は授業（学習指導要領）と関連していましたか。 
１．していた  ２．していない                          
 

④ ワークシート「わくわくシート」の内容は授業（学習指導要領）と関連していましたか。 
１．していた  ２．していない 

 
⑤ 自然楽習園（チョウのへや）でチョウと触れ合う体験ができましたか。 

１．できた   ２．できなかった 
 

⑥ 児童のチョウ（昆虫）への興味・関心は高まりましたか。 
１．高まった  ２．高まっていない 
 

⑦ 今後も見学プログラムを利用したいですか。 
１．はい   ２．いいえ 
 

⑧ 見学プログラム、ワークシート「わくわくシート」についてご意見・ご要望がありましたら 
記入をお願いします。 
 
 
 
 
 
 

⑨ その他 ご意見・ご要望がありましたら記入をお願いします。 
 
 
 
 
 
 

ご協力ありがとうございました。 

������������������������������� 

 

������ 

����� �� �� 

 

��成果の�要�大淀川学習館の害虫駆除に活かすため、インターネットで検索した民間手法

によるアブラムシ退治方法を実験してその効果を検証した。しかし今年度は猛暑の影響により、

アブラムシの発生がほとんど見られなかった。そのためアブラムシの数や実験回数を大幅に縮小

しての検証となった。結果としてアブラムシ撃退王を決定するには至らなかったが、溶液がアブ

ラムシに付着（展着）して呼吸を阻害して死亡させる効果があるものと、臭いやピリピリした刺

激を嫌って溶液から避ける忌避効果が高い効果があるものがあることが確認された。 

今回、実験を行ってみて、これらの民間的な手法は市販されている一般的な駆除剤とは異なり、

実験時の気候条件や材料の成分等に左右されて安定した効果を得ることが難しいと感じた。今後

は、アブラムシの駆除効果をさらに高められる材料や作り方などを検討していきたい。 

 

����の�景 

大淀川学習館では、昆虫の飼育や緑の景観

等に活かすために様々な植物を栽培している

が、これらにアブラムシが多数付着している

ことが多い。アブラムシとはカメムシ目（半

翅目）のアブラムシ上科に属し、アリマキ（蟻

牧）とも呼ばれている昆虫である。国内では

約 700 種が確認されている。アブラムシは植

物の新芽や柔らかい茎などに口器を差し込ん

で養分を吸うことで植物を弱らせたり、分泌

物によって新たな病気を媒介させたりするの

で注意が必要である。 

アブラムシの繁殖方法は他の昆虫と異なっ

ている。冬を越した卵から産まれた雌虫は春

～夏の暖かい季節には単為生殖で増殖する。

夏から秋にかけて翅の生えた雄虫も出現し、

有性生殖を行う。秋も深まり気温が下がって

くるなど条件が悪くなると越冬卵を産出し、

この状態で冬を過ごす。 

アブラムシは種類によって寄生する植物が

ほぼ決まっている（一部例外あり）。 

アブラムシを駆除する方法としては、市販

されている農薬等を一般的に用いることが多

いが、大淀川学習館で栽培している植物はチ

ョウの成虫の蜜源として、また幼虫の食草と

して利用されているものもあり、チョウへの

影響を考えると市販品を使用することが難し

い。 

そこでインターネットでアブラムシの駆除

方法を検索してみると、様々な方法があるこ

とが確認できた。  

しかし、これらの駆除方法は使用事例の評

価が高かったり低かったりと必ずしも一定し

ていない。そこでこれらの方法を実際に実験

してその効果、安全性、コストなどの観点か

らどの方法がアブラムシ駆除に最も効果の上

がる方法なのかを検証し、大淀川学習館にと

って最も効果があるものを探ることとする。 
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